ディベート・スモール解説（４）：反駁の４拍子
マタイによる福音書　第７章 

人を裁くな。あなたがたも裁かれないようにするためである。あなたがたは、自分の裁く裁きで裁かれ、自分の量る秤では量り与えられる。あなたは兄弟の目にあるおがくずは見えるのに、なぜ自分の目の中の丸太に気づかないのか。兄弟に向かって、「あなたの目のおがくずを取らせてください」と、どうして言えようか。自分の目に丸太があるではないか。偽善者よ、まず自分の目から丸太を取り除け。そうすれば、はっきり見えるようになって、兄弟の目からおがくずを取り除くことができる。

「批判はしたけど、自分にできるだろうか」　相田みつを

批判するということはとても大きな責任を負わなくてはならないことを自覚していなくてはできない＆やってはいけないことだと思われます。

　そこでディベートにおいては、『反駁の４拍子』という形式でスピーチします。
	【サインポスティング＆引用】「○○側は・・において～～と言いましたが」 

【主張】「それは－－－です。（例：それは違います。）」 

【根拠（証拠）】「なぜなら………だからです。
証拠資料があります。出典は・・・。」 

【結論】「よって－－－です。（例：よって～～が起こるという主張は違います。）」


相手を批判するときには、批判の対象を明らかにしなくてはなりません。

加えて、批判の根拠を明らかにしなくてはなりません。
それによって、責任を持った批判をする、それが反駁です。このスキルは、社会でも重要です！
またディベートでは、根拠の確かさが上回る方が勝ちますので、相手の主張の根拠を、更なる根拠をもって反駁することが重要であり、必要です。前回解説した“説得力のある資料”を活用しましょう！

★反駁シートを作成しよう！（手順）
①　相手の議論を予測します。そのうち、どのような議論が成立すると、相手の主張にジャッジが納得してしまうのか、考えよう。（大抵は複数あります）
②　それに対峙する議論を考えよう。（例：起きない、たいしたことがない、例外がある、など）

③　②を主張するための書籍のコピー、Web資料などを探してプリントアウトをするなどしよう。
④　別紙の反駁シートの、真ん中の白い部分に、貼り付けよう。（大きい場合は折るか、縮小コピー）

⑤　資料を引用する場所を、黄色などの読みやすいマーカーで塗ろう。

⑥　その他の四角を、上記四角の中に書いてある『反駁の４拍子』を参考に埋めよう。

⑦　②～⑥を繰り返し、①で考えた複数の議論へ反駁できるだけの反駁シートを準備しよう。

～ Open Educational Resources ～　Edited by TDN（東北ディベートネットワーク）

